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正する人事院規則 （人事院9 -49 -4 )  1 1 ・ 5
0人事院規則 17 - 0 （管理職員等の範囲） の
一部を改正する人事院規則 （17- 0 -13) 11・30
学 内 規 則
富山大学国際交流事業基金規則の制定
富山大学国際交流事業基金規則 を次のとおり制定する。
昭和63年1 1 月 1 8 日
富山大学長 大 井 信 一
富山大学国際交流事業基金規則
（趣 旨）
第 1条 この規則 は， 富山大学国際交流事業基金 （以
下「基金」 という。） に関し必 要 な事項を定めるもの
とする。
（基金の 目的）
第 2条 基金は， 富山大学（以下「本学」という。） に
おける国際交流の一層の進展を図り， もって， 教 育
・学術研究の新興に資することを目的とする。
（基金の形態）
第 3条 基金は， 本学が奨学寄附金として採納し， 委
任経理 金として管理し， 運用する。
（基金の区分）




( 2) 基金設立後， 基本資金として寄附された資金
3 事業資金は， 資金から生ずる果実をもって充てる。
（事業資金）




第 6条 第 2条に規定する 目的を達成するため， 次の
区 分による事業を行う。
























第 9 条 この基金による事業年度は， 4 月 1 日に始ま






1 この規則は， 昭和63年11月18 日から施行する。
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人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容 任命権者
採 用 63. 1 2. 1 村 山 昭 二 臨時用務員（厚生課作業員） 富山大学長
昇 任 II 浜 出 峯 一 施設課工営係長 富山医科薬科大学業務部施設課課長補佐 文 部 大臣
II 高 島 正 信 文部技官（施設課） 施設課工 営係長 富山大学長
II 春 山 義 夫 E力 手 （工学部） 講 師（工学部） II 
配置 換 63. 11 . 16 中 ）｜｜ d申u，、 庶務部人事課長 新潟 大学庶務部庶務課長 文 部 大臣
II 井 口 善 之 島根大学学生課長 庶務部人事課長 II 
63. 1 2 .  l 大 田 情 生 沼津工業高等専門学校事務部長 庶務部長 II 
II 奥 井 信 夫 富山医科薬科大学業務部施設課課長補佐 施設課課長補佐 II 
言＇＇f 職 63. 11 30 ！｜｜ 口 三 郎 臨時用務員（厚生課作業員） 辞職を承認する 富山大学長
II 四 日 久 吉 臨時用務員（工学部作業員） II II 
63. 1 2. 1 西 垣 至jf 庶務部長 II 文 部 大 臣
II ’E歪目r 田 龍 二 施設課課長補佐 II II 
職務命令 II 高 島 正 信 文部技官（施設課） 施設課工営係建築主任を免ずる 富山大学長
学 内 諸 報
叙 位・叙 勲
Jt本学教授松田順吉氏は， 昭和63年10 月12日 逝去（享









名誉教授 頭川徹治 勲三等旭日 中綬章
名誉教授 井上 浩 勲三等旭日 中綬章
昭和63年12月1日発行 学 報
黒田講堂の改築工事安全祈願祭及び紺綬褒章（状）の伝達について
昭和63 年11 月8 日 （刈午前10 時から黒田 講堂の改築工
事安全 祈願祭が祭主者竹中工 務店により同講堂前でコ
クヨ株式会社取締役会長黒田嘩之助氏， 富山県知事中





同社会長黒田 暗之助氏， 同社社長黒田 靖之助氏から 多
額の金員をご寄附賜わりましたご篤君、に対して内閣総





1 褒章の記， 飾版， 木杯






































駐日 アイルランド大使ショーン・ ローナン氏が， 去
る11月 2 日 制来県され当日 午後大井学長を表敬された









海 外 渡 航 者
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ヲ 期 間
海外研修旅行 中華人民共和国 （中国）日 本文学研究会第四回 63. 11 . 14 
人文学部 教 授 山 口 ↑専 香港 定期研究会出席及び日 本語・
シンカ、、ポール 日 本文学研究教育情況見学 63. 11 18 
日 中胡麻開発交流訪中代表団 63.  1 1 .  14 
理 学 部 教 授 管井 道＝ 中華人民共和国 員としてゴマに関する学術研
究の交流を行うため 63. 11. 24 
1988 年アメリカ演劇研究学会 63. 11 . 3 教養部 助教授 コ原 健一 アメリカ合衆国 出席及び研究資料収集 63. 11 . 16 
- 6 一
昭和63年12月1日発行 品拍手 報 第301号
昭和63年度富山大学中堅職員研修
昭和63年度富山大学中堅職員研修が， 去る1 1月 7日
（月）から11月9 日 （水）までの3日 間， 富山大学事務局及び
国立立 山少 年自然の家において実施されました。
本研修は， 中堅職員としての立場と責務 を自覚させ
るとともに， 必要な知識 ， 技やr.r. 態度及び広範な行政
1. 受講者
所 属 職 名 氏 名
庶務部庶務課 法規主 任 福 田 主盟正貫乙
II 人事課 任 用主任 酒 井 利 満
経理部主計課 監 査主任 友 坂 義 一
II II 予算 主 任 高 邑 英 一
II 経理課 物 品管理主任 羽 広 孝 司
施 設 3果 企画 主任 鹿 島 光 雄
学 生 言果 学 生主任 佐 野 勤
厚 生 課i 厚生寮務主任 西 尾 久
入 学主幹 入学試験主任 堀 和 賞
人文・理学部 庶務主 任 大 崎 秀 雄
II 学生主 任 山 田 知 訓
II 用 度主任 中 島 克 敏
教 育 学 部 庶務 主 任 i涌 井 ＝枝子
II 学 生主任 柳 田 邦 雄
経 済学 部 庶務 主 任 北 村 だj
II 教 務 主任 湯 浅 健 一
工 学 音rs 庶務 主任 杉 本 周 平
II 人 事主任 宮 原 進
教 養 音日 庶務主任 向 雅 己
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庶務 部長 ！ 際務部人事課長
四 割 rt I 11＇ 川 忠
（移 重J ) 「．品i n子1\J
立山少年自然の家へ 山の公務員
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昭和63 年度全 国公務員レクリエーション共 同行事富
山地区卓球大会が， 去る11月25日（令）富山県総合体育セ
ンターにおいて開催されました。 今大会には1 0事業所








富 山大学支部共催で， 昭和63 年度教職員文化展が次の
とおり開 催されました。






























よる昭和63 年度卓球大会が， 去る11 月19日 仕）約45名の
参加者を得て富山大学第 2 体育館で実施きれました。




























11月26日 仕） 富山大学第 3 体育館で実施されました。
昭和63年12月l日発行 品民号一 報 第301号












和 7 年 4月 短期現役兵として歩兵第35 連隊へ入隊して，
激しい訓練を受けた所であったからです。 当時上海事
変の真っ最中で， 本隊は上海へ出動中で留守部隊でし
た。 7月 初めに復員しましたが， 私達短期現役兵は 8































2 大体105名が 10月 22日 に進駐してきた。
一方固め方では進駐軍の方針に従って 6 ・ 3 ・ 3 制
への教育改革が進行して， 県ではその対応の具体策が
練られていた。 昭和21年末頃には進駐軍は五福の地か
ら引き上げ， 焼け残った電気ビルにC I Aが駐在して
いた。 県では県立の中等学校焼失校舎の問題があった









に鳴った。 昭和22年 4月 1 1日 から小学校の高等科は学
制改革で新しく発足した富山師範学校附属中学校とな
































昭和28年 8 月文理学部の経済学科が学部 に昇格が決




































文部事務官 大 田 情 生
人事課長
文部事務官 井 口 善 之
＠頃＂＂＂＂＂国
施設課長補佐
文 部 技 官 奥 井 信 夫
学生部
厚 生 課






















教 授 宮 下 和 雄
第301号
理学部
助 手 池 田 栄 雄
B力 手 諸 橋 昭 一
文 部技 官 池 田 泰 子




｜ 1 1～13日 第38回北陸三県大学学生交歓芸術祭
（書道部門）
11月 14～15日 昭和63年度北陸地区大学福利厚生担当者研
l～ 2日 14大学事務局長会議 （於 ： 広島大学） 修会（於：庄川荘）
2 日 アイルラン ド大使本学視察 14～19日 推時入学， 帰国子女， 社会人特別選依願書
補導協議会 受付
4日 体育部会 15日 第8回入学試験管理委員会・第8凶入学者
5～ 6 日 第38回北陸三県大学学生交歓芸術祭 選抜方法研究委員 会合同委員 会
（管弦楽・合唱部門， 落語部門） 16～1 7日 国立大学協会第83回総会（於：学士会館）
7 ～ 9 日 昭和63年度富山大学中限職員研修 17～ 18日 昭手l1 63年度東海・北陸地区国立学校等地設
8 日 県田講堂新営工事安全祈願祭 系職員研修会
8～10日 昭和63年度厚生補導事務研修会 （於：金沢大学辰口共同研修センタ一）
（於：国立婦人教育会館） 第70回東海・北陸地区国立大学学生部課長
9～11日 昭和63年度教職員文化展 会議 （於：愛知教育大学）
10日 教務補導関係事務改善分科会 18日 第3匝大学院委員会




大学と外国人留学生との懇談会 婦. fi·議班 研究集会







































































10日 夜間主コース設置 5 大学懇談会
（於：富丘会館）
1 1日 昭和63年度秋季国立11 大学経済・経営学部
長及び事務長会議（於：富丘会館）



















11月2日 補導委員会 （持回り） 教授会
昭和63年12月1日発行 品4凶F-
教授会
17日 学部施設整備委 員 会





























1 9 日 工学部編入学合格者発表
24日 工学部 推薦 入学第l次選考
25日 入学試験検討委員会
学部改革検討委員会













































7～ 16日 昭和63年度先端技術者養成研修 24 日
（於：工学部， 地域共 同研究センタ一）
8日 文部省学術国際局学術課関係者視察 28日









富 山市五福3 1 9 0 
印刷所 あけぼの企画株式会社
富山市住吉町1丁目5-18
電話（24) 1755附
バuz唱EA
